
今回の私の一般質問は
　①長船地区の庁舎再編計画基本構想と防災について
　②有害鳥獣対策について
　③長船・牛窓の学校給食調理場について
　　　　　　を取り上げさせていただきました。

　私も、お恥ずかしい限りではありますが、

今年は【だるまの 7 本仕立て】といって、

７本組の低い菊を出品しています。

　今年は既に台風の上陸が５つと、皆さまには大変不安な思いをされたことと思います。
幸いにも瀬戸内市は、大きな被害はなかったようですが、それでも台風のたびに何らかの被害に振り回された
ことと思います。   
　こういった経験をするたびに、防災の必要性を痛感します。今後とも、災害情報の伝達の問題・避難所の問
題・避難方法の問題に、しっかり取り組んでいきます。
　また、油杉川の排水の問題・干田川の排水の問題にも、しっかり取り組みたいと思います。 
　排水は、農地を守るだけでなく民家を守る、人の命を守るのですから、その必要性をしっかりと声を上げて
いきます。     
　皆さまには本当にいつも、温かく見守っていただき、そして励ましていただき本当にありがとうございます。
　私はいつも、皆さまの声を市政に届けていきたい、その思いでいます。
　その思いは、今もこれからも変わることはありません。

① 長船地区の庁舎再編計画基本構想と防災について

　瀬戸内市は、自主防災組織が発達している防災意識の強い地域です。
しかし、自主防災組織もすこし休眠状態になっているところもあり、活動
状況は様々だと思います。
　一度みんながもう一度活発に活動できるようにするためにも、もう一度
地域のどこに手助けが必要な人がいて、だれにはだれから声をかけるかと
いうことそして、災害毎に、地震ならここに逃げる、水の被害ならどこに
逃げるということを再確認して、実際に市を挙げて防災訓練をすべきだと
思います。
　いまやいつどこでなにがおきても不思議がない状態だと思います。そん
な中で、奇跡的に被害がなかったというニュースを耳にしますが、その要
因はやはり、きちんと避難訓練をしていたと聞きます。
そのためにも、瀬戸内市もしっかり実地訓練をしておくべきだと思うのです。

　長船町公民館については、７月17日に【福里に公民館を守る会】より、
市長・議長あてに署名を添えた要望書が提出されました。
　1175名もの署名が添えられた市民の願いの
こめられた要望書です。
そして、8/9に長船地区対象の庁舎再編計画
基本構想説明会がありました。
　市からの説明のあと２時間にも及ぶ熱い質疑
応答が繰り広げられました。
　８月議会に、庁舎再編計画基本計画の策定
費用、1,300万円が提出されました。
苦渋の選択でしたが、賛成しました。
　今後は、要望書の２点目の、跡地に避難所
となるなんらかの建物を建てて欲しいという
ところだけは、譲るわけにはいきません。
　この要望だけは、地域をあげて、要求して
いきたいと思います。

2018年９月６日山陽新聞
東備版に掲載されました。
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　10月14日から長船町公民館で、『第32回備前長船菊花展』が開催されています。今年もすばらしい作品

が集まっています。

　菊は冬の土づくりから始まって、春から冬至芽を育てまた、さし芽をし、一年かけて大事に育てます。

　つぼみの時、咲き始め、満開と様々な顔を見せてくれます。11月18日まで開催しています。ぜひ、何度

でも見にお出かけください。

　今年も【磯上菊づくりを楽しむ会】では、ステキな集団花壇を出展しました。今年のテーマは、『いそ

かみの金閣寺』です。黄金のお寺が現れる予定です。楽しみにしてください。

　ところで、私の一般質問の長船地区の庁舎再編計画基本構想とも関わるのですが、今後瀬戸内市の花で

ある菊の『備前長船菊花展』の今後について尋ねました。

　市の回答は、長船町公民館がゆめトピア長船に移っても、続けていくと断言してもらいました。

　ただ、今回も菊花展の会場準備をしたのでよく解っているのですが、この菊花展には大量の備品が必要

なのです。現在の長船町公民館だから保管できているようなものが本当にたくさんあります。

　これをゆめトピア長船に移すとなれば、想像を絶する規模の倉庫が必要になると思います。市は、本当

にこのことが理解できているのでしょうか。心配になります。

　今後、しっかり訴えていきます。
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放課後児童クラブの指定管理者が決定！放課後児童クラブの指定管理者が決定！

②有害鳥獣対策について②有害鳥獣対策について

【くさかとしこ】の一般質問のつづき

国宝【山鳥毛】の購入について　～あれからどうなった‼～

小学校の放課後児童クラブについて　～あれからどうなった‼～

　　　　　　　　  詳　　　細

刀購入予算

名刀博物館改修費

ふるさと納税返礼品（送料含む）

クラウドファンディング委託料（成功報酬）

その他、消耗品、印刷製本費、シンポジウム  etc

金　額 

５ 億円

 １ 億円

3.6 億円

1.7 億円

0.2 億円

事 業 費

11.6 億円

　今回の国宝【山鳥毛】の購入については、購入を表明してから、賛否両論たくさんの意見を伺いました。
　ただ、現時点でいえるのは、刀の購入の財源はクラウドファンディングといって、インターネット経由で不特定
多数から資金調達する方針であるということです。そうです、現時点では財源は寄附を集めるもので、市税は使わ
ない方針です。
　このクラウドファンディングを、今回の西日本豪雨災害を考慮して自粛していました。
　１０月３日の総務文教委員会でクラウドファンディングについて、被災地の復興も進んでる中で、岡山県の観光
誘致にも寄与したいと、１１月１日から開始するという報告がありました。
　現在、岡山県立博物館が、【山鳥毛】を特別展示しています。瀬戸内市は、会場の一角に山鳥毛里帰りプロジェ
クトのブースを作らせてもらい、プロジェクトの賛同を呼び掛けています。
　今後は、しっかり進捗状況を市民に見えるよう公開して欲しいと思います。山鳥毛里帰りプロジェクの見える化
を図り、市民が一致団結して、このプロジェクトに取り組めるような環境を整えるよう、要望していきます。
　せっかくこのプロジェクトを進めるのであれば、市民が盛り上がって、瀬戸内市を盛り上げることになるように
しなければいけないと思います。

　放課後児童クラブの運営については、現在は保護者会にまかせています。働いているから子どもを預けている保
護者にとって、運営は負担であると何度も一般質問で訴えてきました。
　そして、運営は市が責任を持つべきだとも、訴えてきました。
   そのような中で３月議会に、来年４月から放課後児童クラブの運営に、指定管理者制度を導入する放課後児童ク
ラブ条例が上程され、可決していました。
　今議会では、各放課後児童クラブの指定管理者の指定が提出され、可決しました。
　指定管理者となる団体は、選定委員会でヒアリング等を実施し、いずれの団体も運営実績があり、指定管理者に
ふさわしいと判断したと報告がありました。募集にあたり、定員が 10 名前後の小規模なクラブには、指定管理料を
国の基準で設定するとかなり低い額になり、支援員２名の雇用が難しくなるため、国の基準より、１００万円以上
高く設定したとも報告がありました。
　各クラブで働いている支援員についても、指定管理者となる法人からは、可能であれば引き続き雇用したいとの
回答をもらっているが、雇用形態や賃金形態については指定管理者が決めることになると報告がありました。

　昨年度、猟期中の狩猟捕獲に対しても１頭 8,000 円の補助金が出るようになり、飛躍的に捕獲数が増
えました。しかし、残念なことに今年は県からのイノシシの捕獲補助金 4,000 円が廃止され、本市では、
猟期中のイノシシ・鹿の捕獲補助金が 6,000 円となってしまいました。
　今年度廃止された猟期の県からの補助金の復活、そして、国の鳥獣被害防止総合対策交付金の取得に
ついて、引き続き努力します。
　有害鳥獣対策は、対策をずいぶん前へ前へと進めることができました。しかし、市のお金ばかりを持
ち出していたのでは、長続きしません。
　しっかり、県・国からの支援を受けることができるよう、要望していきます。

　現在猟友会の会員が 51名、狩猟班が 21 名です。11月15日から３月15日までの猟期は、免許を取得してい
る人なら狩猟が可能です。
　しかし、猟期以外の時は狩猟班にしか狩猟は認められていません。この猟期以外の狩猟に力を入れて
もらわなければ、狩猟頭数を減らすことはできません。後継者の育成、世代交代を進める必要があるの
ではないかというのが、私の主張です。

③長船・牛窓の学校給食調理場について③長船・牛窓の学校給食調理場について

　瀬戸内市は、旧町単位で学校給食調理場を運営しており、それぞれの調理場で中学校・小学校・幼稚
園の給食を調理し、それぞれの学校園に配送しています。
　邑久学校給食調理場については、数年前から、米飯炊飯の機器に不具合が生じていました。そこで平
成 26 年 11 月議会に米飯炊飯器の不具合から米飯炊飯を民間に委託する予算が提出されました。
　私は、修正案を出して反対しましたが、議論の末、平成２7 年度から米飯炊飯を民間委託となりました。
　私はその後も、邑久の米飯メニューのお粗末さを指摘し、米飯委託ではなく調理場で米飯炊飯すべき
だと主張してきました。
　民間委託とはなりましたが、炊飯機器を整備し直営に戻すということで、平成 29 年夏期休暇中に整備
しました。
　当初は平成 29 年の２学期から一部直営に戻す計画でしたが、調理業務の臨時、パート職員を確保でき
ず、民間委託せざるを得ない状況ということで、9 月議会に平成 30 年度４月から、邑久学校給食調理場
において、調理、配送、洗浄業務を民間委託する予算 5,500 万円が提出されました。
　これについては、苦渋の選択ですが賛成しました。献立、食材の発注は、今まで通りで、民間業者が
給食調理場に入って作業するのです。
　このことが発端となって、なし崩し的にほかの地域も委託になることを危惧していました。
　案の定、教育委員会から長船・牛窓も業務委託したいとの報告がありましたが、今回は総務文教委員
会で、せめて１年民間委託した結果をしっかり検証してからでなければいけないと、予算化は食い止め
ることができました。

　邑久の業務委託が 5,500 万円　委託料の見込みが牛窓が 3,800 万円　長船が 5,500 万円との報告です。
　本来の業務委託というのは、経営の効率化を目指して行うものと認識しているのですが、瀬戸内市の
給食における業務委託は税金の無駄使いといわざるを得ません。
　今まで通り、直営で経営するのが一番コストがかからないと思います。万が一、どうしても業務委託
を考えるのであれば、まず、３調理場の統合を考えるほうが優先と考えます。
　牛窓の給食を、中学校と小学校に分けて、邑久調理場と長船調理場に統合すればきっと牛窓の委託料
は不要と考えます。
　さっそく、1 食当たりのコスト比較をしながら、次の一般質問で提案してみたいと思います。

※牛窓給食調理場はかなり
　老朽化が進んでいます。

　基本は、３年間の契約となっていますが、
今後いろいろなトラブルが予想されます。
　指定管理に出したからといっても、あくま
で責任は市にあります。
　しっかり、指定管理者と保護者と市の３者
で協議し、解決策が見つけられるよう、市が
積極的に関与するよう、要求していきます。

国宝【山鳥毛】購入にかかる予算の詳細

ゆめっこクラブ１～３組

今城っ子クラブ１、２組

キッズクラブ（裳掛）

美和っ子クラブ

第１、２ひまわりクラブ

みゆ、キッズクラブ１、２組

邑久小学校区学童保育所ゆめっこクラブ

特定非営利活動法人あいあいあの社

社会福祉法人  報恩会

美和っ子クラブ運営委員会

特定非営利活動法人

おかやま放課後児童クラブ運営機構

放課後児童クラブの名称並びに指定管理者となる法人等の名称

竣工

調理可能食数

調理食数（Ｈ29）

必要調理員数

調理員数（Ｈ30.４）

　邑　久

平成 13 年

2,100 食

1,650 食

15 人

委託

   長　船

平成 16 年

2,000 食

1,350 食

12 人

12 人

 牛　窓

平成７年

1,200 食

450 食

７人

７.5 人

各調理場の状況
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